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口絵図1　 中国がシル クロードで実施した３回の歴 史的な メガト ン級の地 衣核

爆発の鳥瞰図

口絵図２　ロプ ノル核実験場の周辺地図

口絵図3　 核実験場から北部に位置するウ ルムチの天池とト ルファン盆地の

火焔 山

口絵図4　1967.6.17 ロプ ノル地表核実験による線量分布推定

口絵表1　 中国の核実験年衣

口絵表2　 中国メガトン級地表核爆発ゼロ地点からの距離と方角

口絵表3　 ウイグル地区の人口および人口密度

図１　　核爆発の高さによる分類（10）

図2　　RAPS による核の灰降下地域の線量計算方法の図式（14）

図３　　セミパラチンスク核実験事例によるRAPS 計算確度の検証(15)

図４　　メガトン級地表核実験からの放射性降下による屋外外部被曝線量の

ゼロ地点からの距離関数（18）

図5　　1973.6.27 ロプ ノル地表核実験による線量分布推定（21）

図６　　茨城県衛生研究所による環境放射能監視結果(45)

表I　　 カザフ スタンが推定した中国核実験の放射線影響(13)

表2　　 カザフス タンおよび高田純の推定したマカンチの線量の比較(18)
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表4　　 大型地表核爆発による核 の砂降 下地域の被災人口推定(28)

表5　　 中国の大型地表核実験に よる核ハザード(42)
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